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銀行経営論の新座標軸
-一企業統治と経営倫理-
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西脇 (はしがき,ii)は,｢本書は ｢規制の経済学｣を拡張 ･応用する試
みと,｢銀行行動の理論｣の拡張 ･構築という2つの柱によって,銀行部門
を中心とする金融分析を行ったものである,として研究の金融論側面を強調










し,新 しい銀行行動理論 (はしがき,i,i)として,A.資産 ･負債の重要
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これら一連の論文では,現代の金融業ないしは銀行産業が直面する主要
な二つの問題 (下記)を採り上げた｡























































































































既に,｢個人 とモニタリング｣ と ｢中小企業 とモニタリング｣について,
詳細な議論を積み重ねてきた｡また,｢広義のモニタリング｣についても一
定の理解が得 られた｡ここで ｢単なる預貸金の枠を越えた総合的な顧客関係
































































































に｣(ⅩⅤ)の ｢企業統治 (コーポレー ト･ガバナンス)における大きな変化
は,政治問題と切 り放 してはありえない｣という言葉に尽きているように忠
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われる｡
ただし,影響力を与える株主構成については,米国は分散化 した一般株主
と投資信託 ･年金基金,日本は集中化した法人株主 (銀行 ･株式の持ち合い)
であることを,日本語版への序文や結論等で指摘 している｡
























































次では,先に示 したハーバー ド･ビジネス ･レビューの論文集 から抜粋
して紹介 しよう｡
第 3章 企業戦略監査 : 取締役会の新 しい手法 (pp.90-95)



























































































深尾 は,｢コーポレー ト･ガバナンスにおける銀行の役割｣ と題 して






































































































劉 容青 [2000,209]は,企業倫理の概念規定として ｢企業倫理とは
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表 1 経営における人間性 ･社会性にかんする主要具体項目例示表
人間性 社会性















策定),これに基づ き99年に策定 したコンプライアンスの柱 としての ｢4つ
の目標｣および ｢コンプライアンス20の原則｣ を示 している｡
なお,全国銀行協会では ｢コンプライアンス ･ハ ンドブック｣ も発行 して
いる｡また,最近刊のみづほファイナンシャルグループの ｢企業行動規範｣
も参考になろう｡
水谷 [1995,116,49]は,経営倫理の具体項 目と経営倫理四原理 システ
ムを以下のように示 している｡
水谷がここで,経営倫理の観点から ｢大多数の普通の会社｣(まあまあ型),
｢最 も拙い会社｣ (劣 っている型),｢最 も好 ましい会社｣ (優れている型)の
基準 をマ トリックス的に示 していることは,大いに評価 されよう｡論者は前
述のように,企業統治の側面から ｢良いガバナンス｣,｢並みのガバナンス｣,





相補的関係- E･一･一C｡S･- H⊥-1I･Cが鮮れているo X-S･Hが優れている (促H･S).
中-E･Cがまあまあである｡ Y-S･Hがまあまあである.
下-E･Cが劣っているo Z-S･Hが劣っている (反S･li)｡
大多数の普通の会社- 巾/Y型 (まあ まあ型)-中一上､Y-Xへ改善 ･革新
が必要
最 も 拙 い 会 社- 下/Z型 (劣っている型)一反H･Sの排除 ･廃止により
Z-Yへの転換が必要








中で,モラル的企業 ｢像｣を想定 して,キャロル (Carol,A.)のモデル
(次葉)を示 しているのが,参考になる｡
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表 6-1 マネジメン ト倫理の 3タイプ
インモラル.マネジメント アモラル.マネジメント モラル .マネジメント
倫理規 マネジメントの意思決 マネジメントはモラル マネジメント活動は倫
範 定 .行動 は,モ ラル でもインモラルでもな 理的行動基準に従うo
(倫理的)なものに対 いが,その決定や行動 一般 的 なプロフエ ツ
立する○意志決定は- は倫理判断があてはま シヨナル行動基準に従
股的な倫理原則と一致 る領域外にあるo うo倫理的 リー ダー
しない○モラル的なも 倫理的ないしはモラル シップが常識である○
のを否定する○ 意識に欠ける○
動機 利己的,マネジメント 他人への影響を考慮 し 善oマネジメントは健
は自社の利益のみを考 ていない,という意味 仝な倫理規範の範囲内
えるo で,然るべく考えてはいるが,利己的であるo でのみ成功を目指す○
目標 万難を排 して利益 と姐 利潤o他の目的は考慮 法律及び倫理基準内で
織の成功を目指すo されていないo の利潤o
法律へ 法基準はマネジメント 法律は倫理的ガイ ドで 法律の文言だけでなく
の態度 が自己の目的達成のた あり,合法的に何がで その精神にも従うo法は
めに克服すべき障害で きるかが,最大の問題 最低限の基準であり,そ
あるo となる○ れ以上のことを目指すo
戦略 会社の利益のための機 経営者を自由に働かせ 健全な倫理基準に従つ
会を開拓するoそれが るo経営が必要と認め て生きる○倫理上のジレ
有益であると判断した た場合にのみ,個人的 ンマが生じた場合,倫理
ら,一直線 に突 き進 な倫理を適用する○ 的リーダーシップを発揮す
34)
鈴木幸毅 [2000,94]は日本 における企業倫理研究について論 じているが,
その中で水谷 について ｢水谷 は,この基準 (前記説明参照)を,関係者のコ
ミュニケーシ ョンによる了解 と納得 によって確立する方法を提案 した (水谷
[1995,103])｡水谷の提案はす ぐれた ものであ り,現在のところこの方法 し
かないであろう｡企業経営が共和的でなければならないとするならば,この










































































グレード 年 商 純資産 相当する社債格付
1 20億 ドル以上 7.5億ドル以上 AAA/AA
2 7.5億 ドル以上 2億ドル以上 AA/A
3 2.5億 ドル以上 75百万ドル以上 A/BBB
4 50百万ドル以上 n.a. n.a.
5 n.a. n.a. n.a.



















ベス トメント･グレー ド (社債でいえば BBB格以上)に相当し,このよう
な顧客は市場からの直接調達が可能である｣と説明する (p.36)0































7) 橋本光憲 ｢金融不祥事の "系譜" と問題点 (Ⅰ)｣神奈川大学経営学部
F国際経営論集j第 6号,1994年2月.1.(5)0
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26) 劉 容青 ｢企業の国際化と企業倫理｣鈴木辰治 ･角野信夫編著 『企業倫理
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